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感想のご紹介

この人たちにしか見えない世界があって、

周りの人に理解してもらえなくてつらい

思いをしていることがわかった。この

映画を通して相手のことを受け入れる事

がどれほど大事か分かった。鑑賞

できて本当に良かった。

みなさんこんにちは。 残暑お見舞い申し上げます

秋分の日が過ぎ、心地よい季節はもう目の前ですね。

８月２９日に、自主上映会を開催し、６６名の参加がありました。

金曜日の午後7時からの上映開始でしたが、大人の方はもちろん

小学生から中学、高校生の参加もあり、幅広い年齢層に鑑賞して

いただきました。ご参加、ありがとうございました。

『ノルマル17歳～わたしたちはADHA～』のご報告

思い当たることが結構あって共感

した。ADHDの人の事を少し

理解した気がした。

理解できるようになりたい。

自分に似てて

心にひびいた

むすめ 息子の気持ち

すごく貴重なえいがでした

気づきがたくさん

ありがとうございました

心の中で思いあたる

ことが多かった。自分

の中の普通という

枠を広げてみたい

と思う

どんなことでも

否定しないでまず受け止める

のが大切だと感じました。

全ての人に理解してもらえるって

凄く難しいことかもしれないな。

でも少しでも理解の輪が広がって

皆が生きやすい社会になるといい

な。

個性を許せない時が時々

あるなーと思う。そういう時は

少し距離をとって余裕を持とうと

思いました。良い気づきを

もらいました。

どんな人に対しても、まずは

ただただ聴いて受け止める。

それだけで、相手の理解につなが

ると感じた。欠けている所に目を向けるのでは

なく、出来ている事に目を向け

温かく寄りそって見守る事が大切

だと思った。

大人もこうやって成長していくん

だって言葉がなにげにひびいた。

世の中が

もっと個性を

受け入れられる

といいな。
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この人たちにしか見えない世界があって、

周りの人に理解してもらえなくてつらい

映画を通して相手のことを受け入れる事

★10月のイベントお知らせチラシを同封しました。

ご参加をおまちしています ！

少し距離をとって余裕を持とうと

～お問合せ～
嘉手納町社会福祉協議会 担当：瑞慶山

ＴＥＬ(098)956-1177
〒904-0204 嘉手納町字水釜447番地1

『Let's give it try！新しい挑戦、してみよう』

bouldering 

たのしく

昨年度、参加したお子さんからの「またやりたい」という声も

あり、今回もコルピキさんにご協力いただき、実施したところ、

小学生から高校生の計21名の参加がありました。

実施のようす

〇ボルダリング開始前に自己紹介。

去年、参加した子は、早くやりたくて

ウズウズ。

初めてのお子さんは、緊張した面持ちで

見つめていました。

〇スタッフの支えの中で

ゴールを目指し、

がんばるお子さんが

たくさんいました。

〇励ましや応援する声が自然に

とびかう様子がありました。

〇子ども同士の声かけで、ルールを守る姿が

あり、全員がケガなく終了しました。

〇去年、参加した子は、

新たな挑戦と、クリアを

目指して奮闘。

くやしさ、達成感、充実感・・

いろいろな気持ちを

抱いての挑戦でした。


